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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月7日(2018.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生理学的に許容される媒体中に、高湿潤点を有しかつ任意的に多孔質であってもよい少
なくとも１つの粒子を含む少なくとも１つのマイクロカプセルを含む、ケラチン物質をケ
アおよび／またはメイクアップするための組成物であって、上記マイクロカプセルが、少
なくとも１つのコアおよび上記コアを取り囲む少なくとも１つの層状コーティングを含み
、上記粒子が、高湿潤点を有し、任意的に多孔質であってもよく、かつケラチン物質上に
上記組成物が施与されたときにのみ上記マイクロカプセルから放出される、上記組成物。
【請求項２】
　高湿潤点を有する粒子が多孔質である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　高湿潤点を有する粒子が、少なくとも油に関して高湿潤点を有する、請求項１または２
に記載の組成物。
【請求項４】
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　高湿潤点を有しかつ任意的に多孔質であってもよいカプセル化された粒子が、上記マイ
クロカプセルのコア中にのみ存在する、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　上記マイクロカプセルのコアが、高湿潤点を有しかつ任意的に多孔質であってもよい粒
子および少なくとも１つの結合剤を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　上記層状コーティングが少なくとも１つの内側層および１つの外側層を含む、請求項１
～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　上記コアを取り囲む少なくとも１つの内側層が、高湿潤点を有しかつ任意的に多孔質で
あってもよい粒子を含む、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　高湿潤点を有しかつ任意的に多孔質であってもよいカプセル化された粒子が、上記マイ
クロカプセルのコアおよび少なくとも１つの内側層に存在する、請求項６に記載の組成物
。
【請求項９】
　上記マイクロカプセルが、少なくとも１つの結合剤を含む少なくとも１つの層を含む、
請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　上記マイクロカプセルの外側層が、高湿潤点を有する粒子を含まず、任意的に結合剤を
含んでいてもよい、請求項６に記載の組成物。
【請求項１１】
　上記マイクロカプセルが、マイクロカプセルの重量に対して３０～８０重量％の上記粒
子を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　生理学的に許容される媒体中に、放出可能な物質を含有するマイクロカプセルを少なく
とも含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の、ケラチン物質をケアおよび／または
メイクアップするための組成物であって、上記マイクロカプセルが、
　上記粒子の少なくとも１つおよび任意的に少なくとも１つの有機物質を含むコア、
　上記コアを取り囲む少なくとも１つの層状コーティング、ここで上記層状コーティング
は、少なくとも１つのポリマー、少なくとも１つの脂質ベースの物質およびそれらの混合
物から選択される結合剤、および任意的に、高湿潤点を有する少なくとも１つの粒子を含
み、上記粒子は任意的に多孔質であってもよく、上記コアに含まれている高湿潤点を有す
る粒子と同じでもまたは異なっていてもよい、および
　親水性ポリマーを含む外側層
を含む、上記組成物。
【請求項１３】
　生理学的に許容される媒体中に少なくとも、放出可能な物質を含むマイクロカプセルを
含み、ここで、上記マイクロカプセルが、
　少なくとも１つの有機物質を含むコア、
　上記コアを取り囲む少なくとも１つの層状コーティング、ここで上記層状コーティング
は、少なくとも１つのポリマー、少なくとも１つの脂質ベースの物質およびそれらの混合
物から選択される結合剤、および上記粒子の少なくとも１つを含む、および
　親水性ポリマーを含む外側層
を含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の、ケラチン物質をケアおよび／またはメ
イクアップするための組成物。
【請求項１４】
　上記コアが、上記有機物質として少なくとも１つの単糖またはその誘導体を含む、請求
項１～１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】



(3) JP 2017-514827 A5 2018.3.22

　上記コアを取り囲む層状コーティングが、
　アクリル酸もしくはメタクリル酸のホモポリマーもしくはコポリマー、またはそれらの
塩およびエステル、
　アクリル酸とアクリルアミドとのコポリマーならびにその塩およびそのエステル、
　ポリヒドロキシカルボン酸ならびにその塩およびそのエステル、
　ポリアクリル酸／アルキルアクリレートコポリマー、
　ＡＭＰＳ、
　ＡＭＰＳ／アクリルアミドコポリマー、
　ポリオキシエチレン化ＡＭＰＳ／アルキルメタクリレートコポリマー、
　アニオン性、カチオン性、両性または非イオン性のキチンまたはキトサンポリマー、
　セルロースポリマーおよび誘導体、
　最終的に修飾された、デンプンポリマーおよび誘導体、
　ビニルポリマーおよび誘導体、
　天然起源のポリマーおよびその誘導体、
　アルギネートおよびカラギーナン、
　グリコアミノグリカン、ヒアルロン酸およびそれらの誘導体、
　ムコ多糖、例えばヒアルロン酸およびコンドロイチン硫酸、
　ならびにそれらの混合物
からなる群から選択される少なくとも１つの親水性ポリマーを含む、請求項１～１４のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　上記層状コーティングが、多糖および誘導体、アクリル酸もしくはメタクリル酸のホモ
ポリマーもしくはコポリマー、またはそれらの塩およびエステル、ならびにそれらの混合
物からなる群から選択される親水性ポリマーを少なくとも含む、請求項１～１５のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　親水性ポリマーが、デンプンまたは誘導体、セルロースまたは誘導体から選択される、
請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　上記コアが、少なくとも１つの単糖ポリオールを含み、上記コーティングが、糖単位と
して少なくともＤ－グルコース単位を含む少なくとも１つの多糖（またはその誘導体）を
含む、請求項１～１７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　上記マイクロカプセルが、少なくとも１つの脂質ベースの物質を含む、請求項１～１８
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２０】
　上記マイクロカプセルが、
　高湿潤点を有する、任意的に多孔質であってもよい少なくとも１つの粒子、および／ま
たは単糖－ポリオールで作られたコアと、
　少なくとも２つの異なる層と、
　少なくとも１つの親水性ポリマーと
を少なくとも含む、請求項１～１９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２１】
　上記マイクロカプセルが、
　高湿潤点を有する、任意的に多孔質であってもよい上記粒子の少なくとも１つ、単糖－
ポリオール、脂質ベースの物質、および親水性ポリマーを含むコアと、
　結合剤としてのデンプン、アルキルアクリル酸／アルキルメタクリル酸コポリマーおよ
びそれらの誘導体から選択されるポリマー、脂質ベースの物質、可塑剤、微結晶性セルロ
ース、ヒドロキシプロピルセルロース、ならびに任意的に少なくとも、上記コアに含まれ
ている高湿潤点を有する粒子と同じでもまたは異なっていてもよい、高湿潤点を有する粒



(4) JP 2017-514827 A5 2018.3.22

子を含む内側層と、
　ＴｉＯ２、ポリマー、および任意的に結合剤を含む外側層と
を少なくとも含む、請求項１～１８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２２】
　上記マイクロカプセルが、
　上記粒子の少なくとも１つ、単糖－ポリオール、脂質ベースの物質、および親水性ポリ
マーを含むコアと、
　上記コアに含まれている高湿潤点を有する粒子と同じでもまたは異なっていてもよい高
湿潤点を有する粒子、単糖－ポリオール、脂質ベースの物質を少なくとも含む内側層と、
　脂質ベースの物質および親水性ポリマーで作られた外側層と
を少なくとも含む、請求項１～１８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２３】
　上記マイクロカプセルの少なくとも１つの層が流動床方法によって得られたものである
、請求項１～２２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２４】
　高湿潤点を有する粒子が、ＢＥＴ法に従って１００ｍ２／ｇ超の空隙率を示す、請求項
１～２３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２５】
　高湿潤点の多孔質粒子が、吸油性フィラーである、請求項２４に記載の組成物。
【請求項２６】
　上記吸油性フィラーが、シリカ、シリル化シリカ、ポリアミド、アクリルポリマー粉末
、パーライト、炭酸マグネシウム、シリコーンフィラー、およびそれらの混合物から選択
される、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　上記吸油性フィラーが、多孔質シリカミクロスフェア、ポリジメチルシロキサンでコー
ティングされた非晶質シリカミクロスフェア、シリル化シリカ粉末、中空の非晶質シリカ
粒子、ミネラルワックスで表面処理された沈殿シリカ粉末、多孔質ポリメチルメタクリレ
ート／エチレングリコールジメタクリレート球、エチレングリコールジメタクリレート／
ラウリルメタクリレートコポリマー粉末、中空ＰＭＭＡ球、ナイロン－６粉末、ナイロン
１２、パーライト粉末、炭酸マグネシウム粉末、オルガノポリシロキサン粉末；シリコー
ンの半球状の中空粒子、シリコーンの半球状の中空粒子から選択される、請求項２４また
は２５に記載の組成物。
【請求項２８】
　上記吸油性フィラーがエアロゲルである、請求項２５～２７のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項２９】
　上記粒子が、水に関して１００～６００ｍｌ／１００ｇの範囲の湿潤点を有し、任意的
に多孔質であってもよい、請求項１～２８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３０】
　高湿潤点を有する粒子が、球状セルロース粒子から選択される、請求項１～２９のいず
れか一項に記載の組成物。
【請求項３１】
　ケラチン物質をケアおよび／またはメイクアップするための化粧方法であって、請求項
１～３０のいずれか一項に記載の組成物を上記ケラチン物質上に施与することを含む、上
記方法。
【請求項３２】
　高湿潤点を有する粒子が、疎水性シリカエアロゲル粒子であり、かつ上記コアの内にお
よび／または少なくとも１つの内側層の内に存在する、請求項１～２２のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項３３】
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　疎水性シリカエアロゲル粒子を含有するコアおよび／または少なくとも１つの内側層が
、フィラー、真珠層およびそれらの混合物から選択される、少なくとも１つの高密度の粒
子をさらに含む、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３４】
　高密度の粒子が、ラメラ粒子である、請求項３３に記載の組成物。
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